
平成 21 年度公募提案型市民協働事業 

公開審査会 
(プレゼンテーション) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時 平成 21 年 4 月 18 日(土) 

    午後 2 時 

場 所 射水市役所小杉庁舎 303･304 会議室 
 
 

射水市市長公室市民協働課 
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平成２１年度公募提案型市民協働事業 
公開審査会（プレゼンテーション） 

日時 平成２１年４月１８日（土） 
   午後２時 
場所 小杉庁舎３０３・３０４会議室 

 
１ 開会 

 
 
 

２ 射水市市長公室長あいさつ 
 
 
 

３ 審査委員の紹介 
 
 
 

４ 審査会の進行説明 
 
 
 

５ 提案団体によるプレゼンテーション 
 
 
 

 
６ 審査委員長の総評 

 
 
 

７ 閉会 
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公開審査会（プレゼンテーション）の進行について 
 
１ 進行表 

13:30 受付開始 

14:00 審査会開会 

 射水市市長公室長あいさつ 

 審査委員の紹介 

 審査会の進行説明 

14:10 提案団体によるプレゼンテーション（５団体） 

  （発表時間 7 分、質疑応答８分） 

15:25 審査委員長の総評 

 閉会 

 
２ 発表方法 
・ 発表時間は１団体７分間とします。 
・ 発表開始後６分経過時にベルを１回、７分経過時に２回鳴らします。 
・ 発表後の審査委員からの質疑応答は８分間です。 
・ 前の提案団体の質疑応答が始まりましたら、次の提案団体は速やかに発表の準

備に取りかかってください。 
 
 
３ その他 
・ 提案団体の控室はありません。 
・ 会場内の各団体の控え席で、発表まで待機してください。 
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審査基準等について 
 
１ 審査基準 
 

 ・地域課題、市民ニーズの把握の的確性 

 ・公益性 

・団体等の特性 

 ・役割分担の妥当性 

 ・期待できる事業効果 

 ・コスト、サービスの質 

 ・事業の実現性 

 ・提案団体の実施能力 

 ・提案団体の自立性、事業の継続性 

 

 
２ 事業決定 
 
事業決定については、審査会の報告を踏まえ、市長が決定するものとします。 
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平成２１年度 公募提案型市民協働事業 
発   表   順 

 

 団体名 
提案 

テーマ 
事業名 

事業実施 

予定期間 
頁

1 
特定非営利活動法人 

環・日本海 
健康づくり 

自然食品でつくる交流ネット

ワーク 

平成 21 年 5 月 1 日 

～22 年 2 月 28 日 
5

2 
特定非営利活動法人 

日本文化交流センター 
自由テーマ 祭り音楽文化の伝承事業 

平成 21 年 5 月 1 日 

～22 年 2 月 28 日 
9

3 射水かるた実行委員会 自由テーマ 「射水かるた」の製作・普及 
平成 21 年 4 月 27 日

～22 年 1 月 30 日 
13

4 
特定非営利活動法人 

健康 de ねっと 
安全・安心 

安心できる IT 社会にむけての

個人情報保護推進活動 

平成 21 年 5 月 1 日 

～22 年 3 月 31 日 
17

5 株式会社 大代設計 自由テーマ 防犯灯の維持管理業務 
平成 21 年 4 月  日 

～22 年 3 月 31 日 
21
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様式第２号（第６条関係）                              
射水市公募提案型市民協働事業 事業計画書 

団体名 NPO 法人 環・日本海     

事業の名称 自然食品でつくる交流ネットワーク 

事業の目的 

（解決すべき地域課題と市民ニーズ） 

・子どもの食育 
・地場産品の活用（農協＆漁協に支援依頼） 
・交流ネットワークづくりの前段としてイベントを開催 

対象 

（どこで、だれに等） 

・歌の森公園＆シンクの使える福祉施設 
・幼児～中学校までの親子（又は祖父母等家族）で「美味

しい弁当づくり」の企画案＆作成者を公募 
・美味しい食材の苗の育成者を公募 

手法 

（いつ、どのように、何を等） 

１ ５月～「安く栄養ある弁当献立の企画案（弁当のテー

マ、デッサンと材料、対象など公募）」と「プランター

製作者の公募」チラシを-市内の教育施設に配布＆マス

コミ広報 
２ 農林水産業：第一次産業と協力し現地視察、先着 100

名の応募者に家庭で「堆肥を利用して射水の種＆苗」

射水市の特産物苗：小松菜＆ブロッコリー等（育成に

使用エコ堆肥と鉢プレゼント）指導者：学者＆松本氏

などに依頼しワークショップ開催。 
３ ８月末･･･（夏休みの課題としても提供し）に企画応募

作品を審査し、優秀な弁当モデル企画者 10 人発表 
４ 10 月･･･市内の収穫材料（主催者が準備）で公開制作

コンテストをする（安全な台所施設を借用）：食育知識

のある専門講師のワークショップも同時開催 
５ 弁当の公開制作コンテストと同じ日に「堆肥を利用し

た射水の種＆苗収穫プランター」を市民が投票審査 
 

事業内容 
(複数の事業がある場

合は別紙添付でも可)

目標 

（目的とする結果、数値基準等） 

参加者：①応募者１００人 
但し親子やチームあり２００人可能 

    ②ワークショップ（弁当つくり＆苗育成の指導）

では栄養士、調理師などの講師、農業指導者を

講師として意見の質問＆交流会を開催。子供か

ら高齢者までが「作る事、育てる事」を通して

「いのち」の尊厳を学びあう。 
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協働事業として取り

組むことの必要性 

（団体や行政の特性から説明してください。） 

１．地域の安全、健康、地域の産業の活性化を「食べる事、食材の

安全、育てる事、命はみんなで守られている事」を学びあう活動

にしたい。NPO も産学官に関る人々の集まりであり、２１世紀

の若者に継承したい社会活動である。 
２．ワークショップをとおして市全体の生活の安全に貢献できる。

（提案団体が果たす役割） 

イベントの企画、運営進行と支援、学生（ボランティア大学や専門

学校）の指導をします。 
役割分担 （事業実施に伴う市の役割） 

広報、ワークショップの支援、材料＆資材の搬入支援、関係機関と

の連絡調整 
 

事業スケジュール 
(別紙添付でも可) 

（準備期間、本実施期間、事業の評価等のスケジュール） 

５～６月  準備委員会期間、講師調整機関。 
６～９月  公募期間  講師打合せ＆実行委員会を毎週１回 
      育成プランター渡し「育苗ワークショップ」は応募人

数により、分けて開催（品種により異なるため） 
７～８月  弁当アイデア企画の審査（関係者＆有識者） 
１０月   弁当の食育ワークショップ 
       ：おいしい弁当制作コンテスト 
       ：育成プランター成長コンテスト 
11～２月  収穫交流と報告会を３回以上、報告書の作成 
 

事業効果 

（事業に取り組み、市民がどのような効果を受けるか。） 

・つくる事、育てる事から「命の尊厳」を共有できる。 
・地域の第一次産業への理解を深める。 
・子供から高齢者までの親睦を深める。 
・市民と行政との関りを日常生活から学び助け合う。 
・NPO 活動に理解を深めボランティア活動活性化に貢献できる。

・若者達が射水市の産業の大切さにも関心を深める。 
 

事業展開 

（協働事業終了後の事業展開） 

・「育てる事、つくる事」ワークショップの継続を活動化する。 
地域の食材を楽しく育成する喜びと価値を文化講演として展開。

・弁当にしようした自然食品（インスタントでない）が射水市内で

調達可能な地域経済の交流ネットワークをつくる活動（支援セン

ター設立）を NPO で提案する。 
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様式第３号（第６条関係） 

事 業 収 支 予 算 書 
      提案団体名 NPO 環・日本海          

科 目 金 額 備 考 

【収入の部】 
自己資金 
事業収入 
    野菜の即売会 
                  
寄付金 
射水市補助金（市民協働事業） 
 
 

      
135,500 

 
20,000 

 
30,000 

554,000 

 
 
 
（100～200 円：食材残り即売） 

収入合計(Ａ) 739,500  

【支出の部】 
報償費（講師料）    
            
 
 
 
 
会場賃借料（予備練習含み２回） 
（台所用具一式、冷暖房費含む） 
 
会場設営費（テント設営・撤収含む） 
 
食材購入費（野菜・魚肉・果物・米） 
 
育成プランター事業（講師料は上記） 
  印刷製本費（指導資料本） 
  種＆苗＆肥料 
  折りたたみプランター 
  堆肥＆上記資材搬入費 

備品購入費（計量用具・シャベル等） 
 

通信費＆消耗品費 
 

300,000

30,000

199,500

30,000

170,000

10,000

調理師＆栄養士 
★10,000×6 名×3 回＝180,000 
 
植物農産物育成講師 
★50,000×1 名＝50,000（学識者講師） 
★5,000×7 名×2 回＝70,000 

 

社会福祉協議会支所・幼稚園・AMC 等借用予定 

（冷蔵庫を３日間借用予定） 

 

テント 5 張（見積書添付） 

 

 

 

 

★50,000  ＠500×100 名 

★50,000  ＠500×100 名 

★50,000  ＠500×100 名 

★10,000 
★10,000 
 

 

支出合計(Ｂ) 739,500  

収支差額(A)－(Ｂ) ０
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様式第２号（第６条関係） 
射水市公募提案型市民協働事業 事業計画書 

団体名  ＮＰＯ法人 日本文化交流センター   

事業の名称  祭り音楽文化の伝承事業 

事業の目的 

（解決すべき地域課題と市民ニーズ） 

１． 祭り音楽文化（市町村に伝承された祭り音楽）普及と発展 
２．「祭り音楽」を調査し、21 世紀の子ども＆市民伝承の形式考案

 

対象 

（どこで、だれに等） 

調査発掘は各地域（新湊、小杉、大門、大島、下村） 
対象者・市内在住の祭り文化実践者 
   ・祭りの支援者（自治会や神社など） 
   ・教育＆福祉の音楽活動支援者と活動チーム 
   ・公募で集まる市民 
 

手法 

（いつ、どのように、何を等） 

祭り音楽の調査・発掘と楽器づくり 
・市内に伝わる祭り音楽を調査する。 
・射水市内の竹や塩ビ管、ペットボトルで楽器を作る。 
・創作楽器で射水の祭り音楽アレンジ＆創作演奏 Concert
・手づくり楽器で再現した祭り音楽を公共プロのクラシッ

ク演奏家の指導期間の後に共同発表 Concert 実施。 
・「文化は市民が育てる」フォーラムを同時開催 
 

事業内容 
(複数の事業がある場

合は別紙添付でも可)

目標 

（目的とする結果、数値基準等） 

・各地域の祭り保存会に支援をお願いし、祭り音楽指導を

依頼する（実践者５～８人） 
・子ども～高齢者まで「伝統を守る、伝承発展」に新しい

試みを通して学びあい地域活性化をめざす。 
 

協働事業として取り

組むことの必要性 

（団体や行政の特性から説明してください。） 

・「伝統文化の祭り文化を理解し、いかに伝承発展させるか」を市

民と行政、産学官みんなで学びあう必要がある。 
・現状の地方の祭りが、他の地域からの応援やアルバイトに依存し

ている実態を把握し、改革の役割を担う。 
・ワークショップ講座と活動は市民と市職員が一緒に受けることで

市全体の観光支援につながる。 
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（提案団体が果たす役割） 
・イベントの企画、運営進行と支援、ボランティアの指導 
・プロ音楽家（地域振興公共施設アーチスト）との連携交渉 

役割分担 
（事業実施に伴う市の役割） 

広報、ワークショップの支援、 
関係機関との連絡調整 

事業スケジュール 
(別紙添付でも可) 

（準備期間、本実施期間、事業の評価等のスケジュール） 

５～６月 市民の公募期間、検討委員会と講師調整機関 
５～８月 （下村、大門、小杉、大島、新湊）地域調査を持ち寄り

祭り音楽検討委員会の開催 
６月   楽器モデルつくり検討委員会の開催 
     プロ指導者を招き指導者用の講習会 
７～８月 音の出る管楽器、打楽器つくりの応募者を公募 
     ５～１０人チームにし指導講座開始（４回） 
     楽器つくり→海里山のイメージを音で作る→祭り音楽

にいかに融合できるか指導→地域祭りメロディ練習 
9～11 月  プロのクラシック演奏者と発表 Concert 
     「文化は市民が育てる」フォーラムを同時開催 
     産学官の市内在住者の代表をパネラーに意見交流会 
 

事業効果 

（事業に取り組み、市民がどのような効果を受けるか。） 

・行政と協力したまちづくり、地域交流。 
・「簡単な楽器をつくること、それを基に音を作ること」で祭り文

化を育て守る心を共感し市民が射水市の地域活性化に携わる。 
・地域文化の「共生、共感」の理解を深める。 
・子どもから高齢者までの親睦を深める。 
・ＮＰＯ活動に理解を深めボランティア活動活性化に貢献できる。

 
 

事業展開 

（協働事業終了後の事業展開） 

・ 「祭り音楽」を地域文化として育てる活動の組織を小学生から

呼びかけ“日本文化の普及継承の活動組織を NPO でつくる。

・ 地域おこし＝市外の人々に観光魅力を伝え、市内外若者（留学

生を含む）＆在留外国人にも今後の実行委員参加の募集を継続

する。 
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様式第３号（第６条関係） 

事 業 収 支 予 算 書 
     提案団体名 NPO 日本文化交流センター        

科 目 金 額 備 考 

【収入の部】 
自己資金 
事業収入 
                   

寄付金 
射水市補助金（市民協働事業） 
 
 
 
 

       
1000,00 

0 
 

64,250 
450,000 

 
 
（入場整理券のみ発券） 

収入合計(Ａ) 600,000  

【支出の部】 
報償費（講師料）    
            
 
 
 
 
交通費補助 
 
会場賃借料  
 
 
 
材料購入費 
（竹、紙、エンビ管、木材など） 
 
 
資料印刷費 
 
 
 
通信費＆消耗品費 
 

        

320,000 
 
 
 
 
 

63,000 
 

134,500 
 
 
 

36,750 
 
 
 

30,000 
 
 
 

30,000 
 

楽器つくり講師（管、リズム楽器） 
 10,000×4 人×3 回＝120,000 
音づくり講師（祭り笛、太鼓） 
 10,000×５人×(2～3 回)＝100,000 
クラシック奏者（フルート１＆尺八 P1）
 50,000×３人＝120,000（1 拍２食

10,000×３人×４日間） 
21,000×3 人＝63,000（東京～富山の往復）

 

小杉文化ホール：76,500 

楽器搬入出舞台後見料 30,000 

音楽院終日練習 7,000×４回＝28,000 

（Ｇピアノ、琴５、和太鼓４）の借用含む）

 

３０～50 人対象のモデル費用 

例（カスネット＠200×50 人×税＝10,500
笛、マラカス＠500×50 人＝26,250） 

  

 

 

 

 

 

支出合計(Ｂ) 614,250  

収支差額(A)－(Ｂ) ０
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